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翻
刻
凡
例

・
本
書
に
は
『
石
州
三
百
箇
条
』
と
通
称
さ
れ
る
書
物
、
お
よ
び
『
大
工
之
書
』
を
翻
刻
し
た
。

・
漢
字
は
通
行
字
体
を
用
い
た
。

・
カ
タ
カ
ナ
書
き
、
仮
名
遣
い
は
原
文
通
り
と
し
た
。

・
読
解
の
便
を
は
か
る
た
め
適
宜
読
点
お
よ
び
ナ
カ
グ
ロ
を
付
し
た
。

・
異
体
字
は
通
行
字
体
に
改
め
た
。

【
例
】

�（
事
）

�（
悦
）

舩（
船
）

�（
顔
）

ホ
・
抔（
等
）

�（
�
）

帚（
箒
）

餝（
飾
）

菴（
庵
）
な
ど

・
茶
筅
と
茶
筌
、
仕
舞
と
仕
廻
な
ど
、
異
な
る
文
字
を
用
い
て
い
る
場
合
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

・
合
体
字
は
、
通
常
の
か
な
書
き
と
し
た
。

【
例
】

�

↓

と
も

�

↓

こ
と

�

↓

と
き

�

↓

よ
り

�

↓

し
て

な
ど

・
文
字
の
繰
り
返
し
は
、
漢
字
を
含
む
場
合
は
「
々
々
」、
カ
タ
カ
ナ
の
み
は
「
ヽ
ヽ
」、
平
仮
名
の
み
は
「
ゝ
ゝ
」
と
字
数
分
の
繰

り
返
し
記
号
で
示
し
た
。

・「
之
」
の
文
字
は
「
の
」
と
読
む
場
合
は
平
仮
名
に
直
し
、「
有
之
」
な
ど
の
よ
う
に
「
こ
れ
」
と
読
む
場
合
は
そ
の
ま
ま
「
之
」

と
し
た
。

・「
得
」
の
文
字
は
「
候
得
者
」
と
あ
る
場
合
は
平
仮
名
「
え
」
に
直
し
、
そ
の
他
は
そ
の
の
ま
ま
「
得
」
と
し
た
。

・「
江
」「
而
」「
茂
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
え
」「
て
」「
も
」
と
示
し
た
。
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・「
ゑ
」「
ゐ
」
な
ど
は
そ
の
ま
ま
示
し
た
。

・
明
ら
か
に
誤
字
と
判
断
で
き
る
箇
所
は
そ
の
傍
に
（
マ
マ
）
と
し
て
示
し
た
。
ま
た
正
字
が
推
定
で
き
る
場
合
は
、
そ
の
傍
に
推

定
さ
れ
る
文
字
を
（
△
ヵ
）
の
よ
う
に
「
ヵ
」
を
付
け
て
示
し
た
。

・
抹
消
部
分
は
長
角
記
号
を
入
れ
そ
の
傍
ら
に
（
抹
消
）
と
示
し
、
判
読
可
能
な
場
合
は
抹
消
さ
れ
た
文
字
数
を
□
で
示
し
、
そ
の

傍
に
（
三
字
抹
消
「
△
△
△
」）
の
よ
う
に
抹
消
さ
れ
た
文
字
数
と
文
字
を
示
し
た
。

・
底
本
に
ル
ビ
が
振
っ
て
あ
る
場
合
は
、
該
当
箇
所
に
ル
ビ
付
と
し
て
そ
の
ま
ま
示
し
た
。

・
本
文
の
傍
に
異
筆
で
書
き
込
み
が
あ
る
箇
所
は
、
原
則
と
し
て
末
尾
に
（
△
△
本
傍
書
込
）
と
し
、
続
け
て
書
き
込
ま
れ
た
文
字

を
示
し
た
。

・
本
文
の
高
所
に
異
筆
で
書
込
が
あ
る
箇
所
は
、
原
則
と
し
て
末
尾
に
（
△
△
本
高
所
書
込
）
と
し
、
続
け
て
書
き
込
ま
れ
た
文
字

を
示
し
た
。

・
底
本
に
割
書
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
は
小
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
箇
所
は
、{

小
書
き}

と
し
て
該
当
す
る
文
字
を
、
少
数
字
の
場
合

は（

）で
括
っ
て
そ
の
位
置
に
、
多
数
字
の
場
合
は
本
文
末
尾
に
示
し
た
。

・
改
行
は
原
文
の
ま
ま
と
せ
ず
、
文
章
が
続
く
場
合
は
組
版
で
定
め
ら
れ
た
字
数
に
従
い
改
行
し
た
。
文
章
が
改
ま
り
改
行
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
そ
れ
に
従
っ
た
。
ま
た
尊
敬
の
意
味
で
改
行
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
に
従
っ
た
。

・
そ
の
他
校
訂
者
の
付
し
た
注
は（

）で
括
り
、
文
字
又
は
文
章
を
、
該
当
す
る
位
置
ま
た
は
文
頭
・
文
末
に
示
し
た
。

・
底
本
と
校
合
本
の
異
同
を
（
三
冊
本

○
○
）（
備
後
守
本

○
○
）（
随
時
庵
本

○
○
）
の
よ
う
に（

）で
括
り
該
当
箇
所
の

横
に
ル
ビ
付
け
で
示
し
た
。

・
図
の
あ
る
個
所
に
は
、（

）で
く
く
っ
て
図
の
番
号
を
半
角
３
桁
数
字
で
示
し
、
図
の
中
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
文
字
を
そ
の
後

に﹇

﹈に
入
れ
、
文
字
の
区
切
り
は
全
角
読
点
で
示
し
た
。
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【
例
】

（
図
０１０
）﹇
棚
、
水
指
、
茶
入
、
茶
碗
﹈

・
図
は
巻
末
に
ま
と
め
て
掲
載
し
、
図
番
号
と
そ
れ
を
掲
げ
る
翻
刻
文
の
頁
数
を
示
し
た
。

・
掲
載
す
る
図
は
怡
渓
系
に
限
り
、
原
則
と
し
て
底
本
の
五
冊
本
に
よ
っ
た
が
、
綴
じ
込
み
で
見
づ
ら
い
場
合
、
ま
た
三
冊
本
に

あ
っ
て
五
冊
本
が
欠
落
し
て
い
る
場
合
は
三
冊
本
の
図
を
掲
出
し﹇
三
冊
本
﹈と
記
し
た
。
ま
た
、
一
部
に
共
に
掲
載
し
た
図
版
が

あ
る
。

《
校
合
凡
例
》

・『
石
州
三
百
箇
条
』
の
流
布
本
を
整
理
し
、
怡
渓
系
・
酔
翁
系
・
不
白
系
の
三
系
統
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
底
本
と
校
合
本
を
選
び
翻

刻
・
校
合
し
た
。
底
本
と
校
合
本
の
選
択
な
ど
に
つ
い
て
は
解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
。

・
怡
渓
系
の
底
本
に
は
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
国
会
１
）
を
、
校
合
本
に
は
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
国
会
２
）
を
用
い
、
そ
れ
ぞ
れ

五
冊
本
・
三
冊
本
と
称
し
た
。

・
酔
翁
系
の
底
本
に
は
天
理
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
を
、
校
合
本
に
は
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
国
会
６
）
を
用
い
、
そ
れ
ぞ
れ
筑

波
丸
本
・
備
後
守
本
と
称
し
た
。

・
不
白
系
の
底
本
に
は
東
京
都
立
図
書
館
加
賀
文
庫
所
蔵
本
を
、
校
合
に
は
個
人
所
蔵
本
を
用
い
、
そ
れ
ぞ
れ
加
賀
本
・
随
時
庵
本

と
称
し
た
。

・
三
百
箇
条
の
箇
条
ご
と
に
、
最
初
に
箇
条
書
き
、
つ
い
で
怡
渓
系
・
酔
翁
系
・
不
白
系
の
順
序
で
注
釈
文
を
翻
刻
し
た
。

・
図
に
つ
い
て
は
、
怡
渓
系
底
本
の
五
冊
本
が
か
か
げ
る
図
の
み
番
号
を
付
し
て
翻
刻
凡
例
の
如
く
示
し
、
他
系
統
の
底
本
や
校
合

本
に
あ
る
図
は
省
略
し
た
。

・
煩
を
避
け
る
た
め
底
本
と
校
合
本
に
異
同
が
あ
っ
て
も
、
次
の
場
合
は
示
さ
ず
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。
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１

漢
字
と
カ
タ
カ
ナ
・
ひ
ら
が
な
の
異
同

２

返
り
点
の
有
無
、
ま
た
返
り
点
が
あ
る
場
合
の
送
り
か
な
の
有
無

３

濁
点
の
有
無

４

条
文
の
書
き
始
め
の
「
一
」
の
有
無

５

段
落
の
始
ま
る
高
さ
お
よ
び
行
の
間
隔

６

改
行
お
よ
び
改
頁

７

同
音
異
表
記

ヤ
ウ
と
ヤ
ヲ
、
マ
ワ
シ
と
マ
ハ
シ
、
我
と
吾
、
又
と
亦
、
曰
と
云
な
ど

８

ル
ビ
の
あ
る
な
し
と
そ
の
異
同

９

多
少
の
表
現
の
異
同
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
容
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
部
分

・
括
弧
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
種
類
を
用
い
、
以
下
の
よ
う
に
区
別
し
て
使
用
し
て
い
る
。

①
（

）

校
注
を
示
す

図
番
号
を
示
す

書
き
込
み
を
示
す

虫
喰
い
を
示
す

印
の
あ
る
こ
と
を
示
す

②
﹇

﹈

流
布
本
の
系
統
を
示
す

図
中
文
字
を
示
す

巻
の
箇
条
書
番
号
を
示
す

③

{
}

割
書
ま
た
は
小
文
字
書
き
を
示
す

v



④
《

》

前
書
・
奥
書
を
示
す

・『
大
工
之
書
』
に
つ
い
て
は
、
底
本
に
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本
、
校
合
本
に
国
会
図
書
館
所
蔵
『
片
桐
貞
昌
大
工
方
之
書
』
及
び

同
所
蔵
本
『
大
工
之
書
』
を
用
い
、
校
合
で
は
『
片
桐
貞
昌
大
工
方
之
書
』
を
イ
、『
大
工
之
書
』
を
ロ
と
称
し
た
。
流
布
本
の

状
況
、
底
本
と
校
合
本
の
選
択
な
ど
に
つ
い
て
は
解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
。
翻
刻
と
校
合
の
凡
例
は
『
石
州
三
百
箇
条
』
に
準
ず

る
。
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石
州
三
百
箇
条





茶
道
三
百
条

第
一
巻

無
住
抄
（
酔
翁
系
こ
の
内
題
な
し
、
不
白
系
「
茶
道
三
百
条

第
一
」）

《
前
書
》

﹇
怡
渓
系
﹈（
三
冊
本
は
目
録
の
次
に
こ
の
前
書
を
置
く
）

（
三
冊
本

妙
也
）

茶
道
ハ
教
外
別
伝
、
不
立
文
字
、
不
可
説
之
妙
意
、
以
書
弁
知
此
道
事
、
不
可
及
九
牛
一
毛
、
先
達
の
戒
置
処
な
り
、
利
休
よ
り
以

来
、
書
物
も
無
之
候
、
然
共
、
礼
に
法
有
、
事
に
習
有
故
、
宗
易
・
道
安
・
桑
山
左
近
よ
り
片
桐
石
見
相
伝
へ
し
事
を
忘
れ
ま
し
き

た
め
に
、
時
に
ふ
れ
、
業
随
ひ
、
心
に
う
か
ふ
事
を
記
し
、
石
州
、
覚
に
致
さ
れ
候
也
、
夫
故
前
後
次
第
も
こ
れ
な
く
候
、
宗
関
死

去
以
後
、
桑
山
可
斎
方
に
有
之
候
を
、
可
斎
、
怡
渓
な
と
相
談
に
て
、
志
も
深
き
人
ヘ
ハ
、
此
ケ
条
に
て
申
聞
ら
れ
し
也
、
然
共
書

物
の
様
ニ
な
り
候
事
を
深
く
い
ま
し
め
被
申
候
、
此
儀
を
よ
く
�
�
勘
弁
い
た
し
候
事
、
肝
要
也
、

﹇
酔
翁
系
﹈（
備
後
守
本
前
書
な
し
）

夏
山
の
青
葉
ま
し
り
の（
虫
�
い
）あ
ら
ハ
れ
ミ
ゆ
こ
え
心
と
よ
ま
れ
し
、
我
染
心
の
影
を
味
ひ
ミ
れ
は
、
茶
の
道
の
作
意
に
も
よ
く
か
な

へ
り
、
そ
も
東
山
殿
と
て
数
寄
を
表
と
し
、
利
休
居
士
ハ
佗
を
表
と
す
、
こ
ハ
ミ
な
其
よ
り
と
こ
ろ
あ
り
て
、
落
れ
そ
ほ
し
谷
川
の

水
に
あ
ふ
た
る
茶
湯
真
流
の
た
の
し
み
に
し
て
、
数
寄
の
こ
ゝ
ろ
ハ
佗
、
わ
ひ
の
意
は
す
き
な
れ
ハ
、
花
実
相
対
し
青
葉
の
中
に
花

３



の
ま
し
れ
る
如
く
な
ら
ん
歟
、
さ
る
を
や
こ
ゝ
ろ
な
き
人
の
佗
を
む
ね
と
せ
ら
れ
、
隠
逸
の
伊
達
を
好
め
る
ハ
、
各
身
を
顧
り
ミ
す

し
て
其
度
に
あ
た
ら
さ
れ
は
、
風
流
雅
趣
も
お
の
つ
か
ら
う
し
な
ふ
に
い
た
る
、
た
と
へ
ハ
歌
よ
ま
ぬ
大
宮
人
に
、
弓
馬
に
に
く
ら

き
も
の
ゝ
ふ
に
ひ
と
し
、
今
此
ふ
ミ
や
詩
人
の
作
と
い
ふ
に
ハ
あ
ら
す
、
茶
祖
宗
易
よ
り
片
宗
関
に
い
た
る
ま
て
、
そ
の
師
伝
を
次

第
に
ケ
条
に
し
た
て
、
は
し
め
に
、
お
は
り
に
侘
数
寄
の
大
旨
を
論
し
、
茶
は
富
貴
清
貧
に
も
か
ゝ
わ
ら
さ
る
事
を
し
め
し
、
次
に

手
前
作
前
を
こ
と
�
�
く
あ
け
つ
ろ
い
て
三
百
ケ
条
と
な
し
、
石
州
流
の
便
り
と
す
、
此
門
に
あ
そ
ふ
人
た
ゝ
そ
の
箇
条
を
主
と
し

て
、
こ
の
文
の
拙
き
を
そ
し
る
事
な
か
れ
と
、
し
か
い
ふ
、

直
指
伝
流
茶
道
真
流

墨
水
庵
士

酒
井
筑
波
丸
（
印
）

此
道
は
ま
つ
茶
を
く
ミ
て
知
り
た
ま
へ

浜
の
真
砂
の
数
寄
の
か
す
�
�

﹇
不
白
系
﹈

（
前
書
な
し
）

《
凡
例
》

﹇
怡
渓
系
﹈

（
凡
例
な
し
）

﹇
酔
翁
系
﹈

４



『
石
州
三
百
箇
条
』
解
題

谷

晃

一
『
石
州
三
百
箇
条
』
と
い
う
書
物

古
く
よ
り
茶
の
湯
界
に
お
い
て
は
『
石
州
三
百
箇
条
』
と
い
う
書
名
が
人
口
に
膾
炙
し
て
お
り
、
は
や
く
も
一
九
三
三
年
に
発
行

さ
れ
た
橋
本
博
編
の
『
茶
道
大
鑑
』
に
「
石
州
流
茶
湯
書

三
百
箇
条
」
の
書
名
で
翻
刻
収
録
さ
れ
た
（
大
洽
社
、
一
九
三
六
年
に

『
茶
と
茶
人
』、
一
九
七
三
年
に
は
『
茶
湯
古
典
集
成
』
と
改
題
再
版
さ
れ
て
い
る
）。
ま
た
一
九
六
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
茶
道
古

典
全
集

第
十
一
巻

補
遺
』（
淡
交
社
）
に
、
伊
豆
山
善
太
郎
に
よ
る
解
題
が
つ
け
ら
れ
て
翻
刻
収
録
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
一
九

六
五
年
に
本
庄
宗
泉
『
石
州
三
百
ケ
状
聞
書
』（
浪
速
社
）、
一
九
八
〇
年
に
大
泉
淑
子
『
清
水
動
閑
註
解

石
州
流
三
百
箇
条
』

（
私
家
版
）、
一
九
九
一
年
に
竹
田
洋
三
郎
『
上
杉
文
書
石
州
流
三
百
箇
条
淑
聞
付
竿
直
庵
秘
伝
書
』（
私
家
版
）、
二
〇
〇
一
年
に
和

田
信
子
『
怡
渓
和
尚
三
百
箇
条
・
無
住
抄
』（
信
毎
書
籍
出
版
セ
ン
タ
ー
）、
二
〇
〇
二
年
に
石
州
流
水
戸
何
陋
会
『
田
中
素
白
師
伝

石
州
三
百
箇
条：

平
成
水
戸
何
陋
会
三
百
箇
条
』（
水
戸
何
陋
会
）
な
ど
が
次
々
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
見
、
伊
豆
山

の
解
題
を
読
む
こ
と
に
よ
り
『
石
州
三
百
箇
条
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
お
お
よ
そ
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
い
え
、
実
は
そ
れ

だ
け
で
は
こ
の
書
物
の
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

と
い
う
の
は
周
知
の
よ
う
に
石
州
流
と
い
う
茶
の
湯
の
流
派
は
い
わ
ゆ
る
「
完
全
相
伝
」
を
旨
と
す
る
た
め
、
他
流
と
は
異
な
り

多
く
の
分
派
が
存
在
し
、
た
と
え
ば
野
村
端
典
著
の
『
石
州
流

歴
史
と
系
譜
』（
光
村
推
古
書
院
、
一
九
八
四
年
）
の
巻
末
に
付

５６５



さ
れ
た
「
片
桐
石
州
の
門
弟
と
系
譜
」
を
み
る
と
十
二
の
派
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
茶
道
石
州
流
」
を

検
索
し
、
そ
の
「
流
派
一
覧
」
の
ペ
ー
ジ
で
は
三
十
一
の
派
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
石
州
流
は
他
の
茶
の
湯
の
流
派
と
は
異
な
り
、
一
つ
の
家
元
が
流
派
全
体
を
完
全
に
掌
握
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
多
く

の
小
さ
な
家
元
が
石
州
流
の
名
の
も
と
に
別
々
に
存
在
し
活
動
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
他
流
の
よ
う
な
流
派
全
体
に
強
大
な
影
響
力

を
有
す
る
絶
対
的
な
存
在
が
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
派
に
お
い
て
も
片
桐
石
州
を
流
祖
と
し
て
い
る
こ
と
は

共
通
し
、
ま
た
各
派
に
お
い
て
『
石
州
三
百
箇
条
』
は
「
片
桐
石
州
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
聖
典
」
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
ば
か

り
か
、
石
州
流
以
外
の
人
々
に
お
い
て
も
『
石
州
三
百
箇
条
』
は
「
片
桐
石
州
筆
」
と
の
認
識
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
『
石
州
三
百
箇
条
』
の
流
布
本
を
調
査
し
て
み
る
と
、
片
桐
石
州
自
筆
と
み
な
さ
れ
る
流
布
本
は
皆
無
で
あ
る
ば
か
り

か
、
三
百
箇
条
の
箇
条
書
き
部
分
は
ほ
ぼ
共
通
す
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
先
に
と
り
あ

げ
た
『
茶
道
大
鑑
』
収
録
本
は
箇
条
書
き
部
分
の
み
を
掲
げ
た
流
布
本
で
、
箇
条
ご
と
の
解
説
文
は
な
い
（
奥
書
な
し
）。
ま
た
伊

豆
山
や
和
田
は
、
い
ず
れ
も
片
桐
石
州
の
弟
子
で
あ
る
怡
渓
宗
悦
の
流
れ
を
汲
む
小
泉
兵
庫
な
る
人
物
が
ま
と
め
た
と
さ
れ
る
流
布

本
を
底
本
と
し
て
翻
刻
し
て
い
て
ほ
ぼ
内
容
は
同
一
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
翻
刻
は
そ
れ
と
は
内
容
が
か
な
ら
ず
し
も
一
致
し
て
い

な
い
。
つ
ま
り
『
石
州
三
百
箇
条
』
と
称
さ
れ
る
茶
書
は
、
他
の
茶
書
の
よ
う
に
内
容
が
ほ
ぼ
同
一
の
流
布
本
が
複
数
存
在
す
る
の

で
は
な
く
、
類
似
す
る
書
名
で
内
容
の
異
な
る
流
布
本
が
数
多
く
出
ま
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

二

流
布
本
の
状
況
と
整
理

そ
こ
で
今
回
改
め
て
『
石
州
三
百
箇
条
』
を
翻
刻
す
る
に
あ
た
り
、
一
般
に
読
ま
れ
て
い
る
怡
渓
系
（
無
住
抄
と
称
す
る
流
布
本

も
あ
る
）
だ
け
で
な
く
、
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
流
布
本
を
可
能
な
か
ぎ
り
調
査
し
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
吟
味
し
て
、
い
く
つ

か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
か
ら
作
業
を
始
め
た
。
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３３５，３４５，３４８，３５６，４０７
炉縁 ６１，６３～６５，７０，８５，８６，２４６，２５６，２５８，

２７４，３３４，３４７，３５２
炉中 ２１９
路次（露地）行灯 ５１，５７～５９
路次の手桶 ２１２
路次笠 １９８
露 ２８，３０，３１８
老茄 １６３
六畳敷 ２４５，３１０，３８８
和漢 １２７，１８０，３４８
和巾 １６１
和泉 ２７５
和泉草 １４１，１７２，２８５
和物 ７５，１２５，２３９，２８２，２９１，３７６，３７７，３９３
脇差 ３８６
椀 ３４７
佗たる風情 ３０７
侘（佗・わび） ３，１６，２３～２５，３３，３６，８２，

１６５，１６６，１８６，２１９，２２０，２６２，２９７，３１２，
３１５，３６８，３７７，３８８，３９９，４０４，４１９

侘の至極 ３４７
侘の者 １００
侘の体 ３０６，３１１
侘の茶湯 ２９８，４１５
侘人 １９，５７，１６５，１６６，２０４，３６１，３６３
侘数寄 ４
剔金 ３８４
剔紅 ３８４
壺 ５０，１７６，１７７，２００，２３４～２３７，３７７，３９８
壺の袋 ３０４
宸翰 ３４
幢補絵 ６，３０～３３，３０１，３１８，３１９，４０６
撥軸 ３０
擂坐 １６３，１７９，２８２，２８３
框 ２３０
梵釈寺 ４１４
棗（夏目） ９，１１５，１１６，１５５，１６３，１６４，２４７，

２９８，３４４，３４６
櫂先 １５４，１５５，２４２，２９１
玳玻盞 ２９０
箒掛釘 ２０１
籠 ４６

籠花入 ４４，４５
脛高 １６４
舳先 ４３
葭棚 １７７，２４５，２４６，２５８
躙り上り １９３，１９９
鐶（釻） ２０，２１，５５，６９，２２２，２４８，２５３，２６０，

２９３，２９６，３２２，３５７，３９８
鐶付 ５６，１０４，１０５
雉子股 ９３
霰灰 ８０，８４
饒州 ２９１
驢蹄口 １６３
鮟鱇 １６４
鴟口 ２７４
麁絹 ３２
麁相 １３，３６８，３９１
鼈盞 ２９０

炉路露老六和脇椀佗侘剔壺宸幢撥擂框梵棗櫂玳箒籠脛舳葭躙鐶雉霰饒驢鮟鴟麁鼈
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凡手 ４０８
盆 ９，１０，２５，４９，５０，６４，７１，７３，７４，１０３～

１０５，１１８～１２９，１６２，１６５，１７９，２３８，２４２，
２４３，２４７，２５１，２５２，２８１，２９０，２９４，３４７，
３６９

盆石 ４９，３３３，４２２
盆点（盆立） １２，１２８，１５３，１５５，２４９，２８０，

２８１，２９０，３４７，３６２，３６３，３７４
盆立 １２８，１５３，１５５，２４９，２８０，２９０，３４７
万葉仮名 １８０
万葉時代 ４１５
万葉集 ２８４
蔓付茶入 １１２
味ひかましき風体 ３７８
妙喜庵 １０８，３１１
妙喜庵切 １４２
妙墨 １８０
名園 ４１５
名画 １８０
名所 ３５７
名人 ２２，２１９，３４９，３９２
名物 ６８，６９，１０６，１１５，１２５，１２６，１６４，１６５，

２２９，２３７，２３８，２４３，２４６，２５２，２７３，２７４，
２９１，３０１，３０５，３１７，３３１，３３２，３７０，３７２，
３９０，４０８，４０９

明覚寺 ２３９
明障子 ２２５
面桶 ８，４６，６７，６８，１６４，１７１，２５９，２９８
網 １７６，２３５，２３６，２３７，３９６
網なし ２３４
木具 ３４７
木地 ３１１，３１２
木地縁 ３３４
木灯台 ５０，５９，２７８，２７９，３４９
木灯籠 １７４，１９４，１９５
目張柳 ３２６
紋 ４０５
夜会 ７，１８，１９，３４～３６，４１，４８，５０，５１，５９，

６０，１９３，１９５，３０２，３３２，３４８，３４９～３５２，
３６２，３６３，３６８，３６９

夜学 ２８５
夜咄 ３６，５１，１３８，２７９，３４９，３５０，３５２
矢筈 ３８～４０

薬器 １６４
油滴 ２９０
有馬 ８４
有明 ２６
柚の色付 ３７７，３７８
由緒 ６８
遊興 １７
曜変 ２９０
用 １４，５４～５６，７３，３９８
葉茶 ３０１，３９４，３９９
葉茶壺 ３０４，３２９，３３０
落掛 ４２～４４，１７６，２３１，３１２，３４２
乱飾 １２９
乱置 １７８，２７４，２７５，２７７
蘭奢侍 ３４９
利休の図 ２０４，２１１
利休形 ５７，２２９，３０８～３１０
利休好 ５９，２０８，２１１，２２４
利休好図 ２３３
利休袋棚 ２４６
利香炉 ３８４
理事 １４
裏返し ２００
立花 ３１６，３１７，３２６，３２７
立春 ２６２
立炭 １３５
琉球莚 ３４８
料紙 ５０，７０，２４９，３３２，３３３
料紙箱 ４９
料理 １３４，１６５，１６６，３６１，３６２，３６４
林檎 １１４
輪口 ８６，１０１，１１０，３５６
輪口の釜 ８５
輪補絵 ６，３１～３３，３１８
輪無シ二重 ３２３
礼楽 １７，１６０
礼儀 １８２
蓮 ３２６
蓮花王 ３９５
連子竹 ３０２，３３３，３３４
呂宋 ３９５
炉 １５，１０７，１１７，１３０，１３８，２５５，２５８，２６０，

２６２，２６５，２７０，２７１，２７８，２８６，２８８，２９２，

凡盆万蔓味妙名明面網木目紋夜矢薬油有柚由遊曜用葉落乱蘭利理裏立琉料林輪礼蓮連呂炉
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表紙 ２７，３０
表紙竹 ６，２８～３０
表補絵 ６，３０～３３，４０６
蛭かき

４４，１０９，１１１，１７８，２７７，２７８，３５７～３５９
蛭釘 ３５７
浜の真砂 ４，１１，４０，１６９～１７２，２９９，３３８
浜屋敷 １９
瓶の蓋 ２７４
瓶子 １６３
不時の茶湯 １６０，３０３，３５０，３６０～３６３，３６９
不立文字 ３，１７２
付藻 １６４
富士釜 ８５
敷紙 ２６７
芙蓉 ３６８
武具 ３３０
蕪 ３２９
風帯 ２７，２９，３０，１７７，２３５～２３７，３１８，４０２
風流 １８２，２７０
風炉 ９，１２～１７，２４，５２，５４～５７，７０，７１，７３，

７５，８１，９０～９３，９５～１０５，１１０，１１７，１２０，
１２２，１２３，１２５，１２６，１２８，１３０～１３２，
１３４～１３８，１４２，１４３，１７０，１７７，１７８，２４０，
２４１，２４２，２４４，２５７，２５９，２６０，２６２～２６４，
２６７，２６８，２７３，２７６～２７８，２８２，２８５～
２８８，２９３，２９５，２９９，３０２，３０３，３３１，３３５～
３３７，３５５，３６２～３６４，３６９，３７０，３７３，３８１，
３８２，４０７，４０８，４１４

風炉の茶の湯 ７，１９７
風炉釜 ２９６
風炉先 ２４５，２６５，３４２
風炉先の窓 ３８２
服加減 １４５，１４６
服紗 ２１，５３，７５，１１２，１１５～１１８，１２０，１２３，

１２４，１２６，１４０，１４８，１４９，１６２，１７１，２３８，
２４６，２４９，２５３，２５４，２８０～２８２，２８８～
２９０，３８５

仏絵 ３４
仏者 １６９
仏道 ３２７
仏法 １７４，１８１，１８２，３２６，３３５，３３６
物数寄（物好） ４２，４８，１９５，２０２，２０５，２２３，

２２５，２２７，２３３，２４１，２５２，２５４，２６２，２８５，
２８７，２９４，３０７，３１０，３１１，３１８，３４２，３６８，
３７６，３９２

焚物 ９
文茄 １６４
文琳 １１２～１１５，１６２～１６４，２３１，３９５
平三畳 ３４７
柄� １４，１５，２０，２３，５４，６７，６８，７０～７２，８５，

８６，９９，１０４，１０５，１０７，１０９，１１７～１１９，
１２２，１２３，１２５，１２７，１２８，１３１，１３２，１４２～
１４４，１４６，１５３，１７０，１７１，２１８，２２０，２３３，
２４１，２４２，２４４，２４６～２５１，２５３，２５９，２７４，
２７５，２８４～２８６，２９６，２９７，２９９，３０４，３４６，
３４８，３５２，３５５，３５６，３６６，３８１，３８２，３９０，
３９６，４１４

柄�立 ２９５
柄先 １５５
別義 １４４
箆蒙釜 ９４
箆蒙風炉 ９４
片ちく ４２，１８０，２２０
片口 ８７，２６８，２９７，３６１，３７３
片軸 ５７，１３２，１３３，１６９，１７１，１８１
片庇 ２０２
穂屋 １７９，２８４～２８６，３８４
奉書 ６０
宝形造 ２０２
宝壺 １８０
方盆 １２３，１６４，２４７
法語 ３５，３６
房 ３０
棒ノ先 ２７４
頬当風炉 ９２，９４，９５
北絹 １４９
墨跡巻紙 ３０５
墨蹟（墨跡） ６，７，２３，２７～３０，３３～３６，４１，

５０，１７６，１８３，２１８，２２８，２２９，２３４，２３８，
３０３，３０５，３１２，３１７，３１８，３６８，３７４，３７５，
３９８，３９９，４０２～４０５，４０９，４１０

墨蹟の箱 ３１９，３２０
本逆 １４２
本国寺 ４０５
本勝手 １４２

表蛭浜瓶不付富敷芙武蕪風服仏物焚文平柄別箆片穂奉宝方法房棒頬北墨本
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道具畳 ２３０，３１５
道幸（道庫・堂庫） １２，６５，１１７，１２８，１７０，

１７７，２３２，２３３，２４５，２４９～２５３
突上ケ １７６，２２５，２２６，３１３
遁世の隠 ３９９
奈良鍛冶 ２６９
内くゝり １９
内海 １１４，１５４
内腰掛 １９６，２０１
内赤ノ盆 １６４
南京 １６５
二ツ組 ２９５
二重切 ３２３
二畳 ２９２，３４７
二畳大（半）

５０，２２４，２９８，３００，３０２，３１０，３１１，３４６
二段石 ２００
二幅一対 ３１４，３１７
尼ケ崎 ３５
尼ケ崎台 ３７１
肉置 ３７
乳緒 ２３５～２３７，３９６
乳足 ９４
入船 ４２～４４
濡釜 ８６，８７，３６１
濃州宇留馬 ３７２
濃茶 １０４，１０５，１１１，１１５，１２７，１４２，１４６，

１４９，１５０，１５３，１５４，１６４，２２０，２３１，２３３，
２４２，２８１，２８２，３６７，３６８，３７３，３７４，４０１，
４０２

濃茶入 ２３２
濃茶立 ２８１
拝領 ６９，８７，１０６，１１５，１６５，２３７，２３８，２４３，

２７２，２９１，３０４，３１６，３３０，３７１，３８６，３８７
梅 ３２７
梅鉢の手 ３７０，３７１
蝿 ８８
拍子 １３
泊り舟 ４３，４４
白ふち ３３３
白灰 １３６
白磁 ２９１
白炭 ２７０，２７１

白檀 ２６２
白天目 ２９０
薄茶 ９，１０，１２，１１１，１１２，１２７，１３５，１４２，

１４３，１４７，１５０，１５３～１５５，１６４，１６７，１６８，
１８６，２１８，２２０，２３１，２３３，２４２，２４３，２５０，
２８２，３６１，３７３，３７４，４０１，４０２

薄茶入 １１４，１１５，１６４，２３２，２４８
薄板 ７，２４，２５，３７～３９，４０，４４，４５，４８，４９，

７０，２７１，３０１，３０２，３２４，３２５，３３７，３３８，
３４３

八畳 ３１０，３８８
八幅 ３１６
八幅対 ３１７
蛤端 ３８，３９
半緒 １６４
半畳 ３００，３１４，３１５
半田 ９０
反古 ２３０
反古張 ２９８
板床 ６，２４，２５，２３０，２３７
飯後の茶の湯 ３６２
飯銅（胴） １６３
肥前名護屋 ２２３
飛石 １８５，１８８，１８９，１９２，１９３，２１８，３４８
樋竹 ３３４
枇杷の木 １０９
枇杷の葉 ２６３
枇杷耳釜 １４８，１４９
眉風炉 ９２，９７，２９２，２９３，４０７
美濃紙 ２３０，４１１
鼻紙 １９，３８５
菱盆 １２９
筆架 ３３２，３３３
百世不易の道 ３６４
百足の手 ３７０
百足台 ３７１
百服茶 ４１５
瓢の花入 ４５
瓢� ８９，１６３，２５９～２６１，３９８，３９９
表具 ６，２９～３２，３０１，３１５，３１６，３１８，３６８，

４０４，４０５，４０７
表具の書 ３０，３１７～３２１，４０４
表具師 ４１１

道突遁奈内南二尼肉乳入濡濃拝梅蝿拍泊白薄八蛤半反板飯肥飛樋枇眉美鼻菱筆百瓢表
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朝の茶湯
１８，１９，１３８，１６７，１６８，１９３，２７８，３３２

朝顔 １７６，２１６，２１７
朝数寄 １８，５０，５９，６０，６２，８３，１３７，１６８，

３３２，３５０，３６３，３６６，３９７
朝日 ４１５
長火箸 ８９，９０，３３５
長竿 ３１３，３１６
長四畳 ３１０
長四畳半 １４２
長緒 ８，７６，７８，１１４，１１６，１６４，２２２，２３４～

２３７，２８１，２８２，３９４～３９６
長茶� １２０，１５５
長板 １２，５７，６４，１０４，２５９，２９６，３８２
長盆 ７８，１１４，１１９，１６４，１７７，２３８，２３９，２９５，

４１９
勅使 ２８４
勅筆 ３９９，４０５
珍器 １８０
栂尾 ４１５
�とうろう １９３
椿 ４２，１１３，３２７
壷 ２００，２３５
釣棚 ２３３
釣瓶 ５３，１７９，２８６～２８８
釣付 １１３，１５４，１６３
釣壺の茶入 ７１
釣鉤 １９７，３５７，３５９
鶴首 １１４，１５５，１６２，１６３，３２９
鶴首の花入 ４８
亭主の石 １９８
底取 ９０
締切 ２７４
天井 ３０２
天井縁 ３３４
天子の墨蹟 １６８
天竺 ３２６
天明 １０３
天目 １１４，１１７～１２２，１２８，１７９，２９０，３７０～

３７２，３９０，３９１
塗かまち ３１１，３１２
塗縁 ３０２，３３３
塗廻し床 ２２９

塗手桶 ２８８，２８９
土の物 ５３，２９４
土器 ５７，５９，６０，９２，９３，９７，９８，２６４
土床 ２３０
刀 ３８６
刀掛 １８～２０，１４０，１９０，１９３～１９５，１９９，

２０１，２１８，２２０，２２５，３０８，３０９，３８５
刀掛石 １９３
刀脇さし ３８５
唐 ２５７，３２６
唐金（唐銅） ４５，４６，２６３
唐僧 ３５
唐茶碗 ２９１
唐銅の香炉 ２９４
唐物 ６９，７５，１１４，１１５，１２５，１２７，１２８，２３９，

２４２，２８１，２８２，２９６，２９７，３４４，３５４，３５５，
３７７，３９２，３９３，３９５，４１９

唐物点 １２７，１２９，２４３，３７４
島桐 ２３２
投切 ３２３
投頭巾の茶入 １８３
桃尻 ３２９
湯桶 １６３
湯相 １３７
湯提 ４１４
灯台 ４９
灯籠 １９３，１９４，３５０
当世ふく １４４
筒高 １６３
筒茶碗 １５５，２９１
藤 ４２，３４２
踏あます石 １９２
踏すて石 １９８
踏石 １９３
踏段 １９３
透木風炉 ９２，９４，２８５，２９２，２９３
頭切 １６４
闘茶歌 ４１４
働キ １２
同坊 ２９７
洞床 ２２９
胴炭 ８９
道 １８１

朝長勅珍栂�椿壷釣鶴亭底締天塗土刀唐島投桃湯灯当筒藤踏透頭闘働同洞胴道
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茶きゝ １４４
茶臼釜 ８５
茶屋 １３１
茶桶 １６４
茶歌 ４１４
茶菓子 １０４，１３６，１３８，３６８
茶会 １８０
茶巾 １０，５２～５４，１１８，１２０，１２１，１２４，１５０～

１５２，１７１，２４２，２４９，２６８，２７４，２７５，２８９，
２９１，２９７，２９８，３０４，３６１，３７９，３８０，３９０，
４１４

茶巾入 １１９
茶経 ４１４
茶� １０，７１，１１２，１１３，１１５～１２２，１２４～

１２７，１４４，１５４，１５５，１６４，１７１，１７７，２３３，
２４２，２４３，２４９，２８２，２８９～２９２，３０３，３４６，
３５３，３５４，３６１，３７９，３９６

茶十徳 ４１３
茶通 ９，１１６，２３１
茶通箱 １２９，２３３，２５４，３７４
茶湯 ３６４
茶湯の心 １５９
茶湯者 １８０，３６６
茶湯伝授 ４１６
茶堂 １２５，２８１
茶道 ３５，１８０，１８１，１８３，３２５，３５７
茶道坊主 ２７４
茶徳 ４１３
茶入 ８～１１，１４，１６，２０，２５，２６，４９～５１，

５４，６４，６６，６９～７６，７８，１０３～１０７，１１２，
１１３，１１６～１３０，１４０，１４２，１４３，１４９，１５４，
１５５，１６０，１６２，１６４，１６５，１７０，１７１，１７７，
１７９，２２２，２３１～２３３，２３７～２４０，２４２，
２４３，２４６～２５１，２５３～２５６，２５８，２７４～
２７６，２８０～２８５，２８９，２９０，２９４～２９９，
３０２，３０３，３３１，３３９，３４０，３４３，３４４，３４６，
３４７，３４９，３５１～３５４，３５６，３６１，３７２，３７６，
３８６，３８９，３９０～３９６，３９８，３９９，４０８

茶入の蓋 ３０４
茶入の緒 ３０４
茶入の袋 ３０４
茶入所望 １２５
茶入長緒 ３０４

茶入盆 １１７，１１９
茶之服 １０
茶箱（茶筥） １７６，２３１～２３３，２４７，２５４
茶譜 ４１４
茶銘 ４１５
茶立口 ２２３
茶立所 ２９２
茶立畳 ３４６，３４７
茶碗 １４，１６，２５，２６，５１，５４，６１，６２，６６，６７，

７０～７５，１０６，１０７，１１２，１２２，１２３，１２６，
１２７，１３１，１３３，１３４，１４２，１４３，１５１，１５３～
１５７，１７０，１７１，１７９，２３２，２３３，２３９，２４０，
２４２，２４６～２４９，２５１，２５３，２５５，２５６，２５８，
２７３～２７６，２８０，２８１，２８４，２８５，２９１，
２９６～２９９，３０４，３４３，３４４，３４６，３４７，３５１，
３５３，３５６，３６１，３６７，３７６，３７９，３８２，３８６，
３８７，４０８

茶筌とうし １５４
茶筌入 １２１
茶筅（茶筌）１０，５２，５４，６６，７２，７３，１０４，１０７，

１１２，１１７～１２２，１２４，１２５，１２８，１３０，１４２，
１４５，１４６，１５０～１５４，１７１，２５５，２５６，２７４，
２７５，２８１，２８２，２９１，３０３，３０４，３４６，３４７，
３５３，３５４，３６１，３７９～３８２，３８７，３９０，３９６

茶筅すゝき １５３，１５４
茶筅置 １１９，１２１，１５０，１５３
中あら穂 ３８１
中くゝり １９，２０，１８６，１８７，１９３，１９４，１９８，

１９９，２１７，２１８，３０８，３８７
中央の卓 ２４４
中腰掛 １８９
中山の茶入 ２６
中次 ９，１１５，１１６，１５５，１６３，１６４，２３１，２４７，

３０５，３４６，４１０
中潜 １８
中尊 ２９，３１４，３１７
中柱 １５，６１，１０８，１４２，２２２，２７８，３４７
中立 １８，１９，３３，３４，１３４，１９７，２２０，２４３，

２４４，２４８，２５２，２６８，２９６，３４３，３９９
柱隠 ３０１，３１８
猪の目 ２８，７２
張付 ５２，５３，３００
張付床 ２２，３１１，３１２～３１４

茶中柱猪張

14



堆朱 ３８４
待合 １６８，１８６，１８７，１９８，２１７，２３０，３４８
待石 １９２
替茶入 ２４９
替茶碗 ２４９
袋 ７４，７５，７８，１１３～１１７，１１９，１２５，１２６，

１２８，１６３，２２２，２３１，２３３，２３５，２３７，２４６，
２４７，２５４，２８０，２８１，２９０，２９１，２９８，３４０，
３４１，３９３

袋床 １７６，２２９
袋棚 ８，１２，６３，６４，１２６，１７０，１７７，１７８，２４３，

２４６～２４９，２５６～２５８，２７２，３０１，３２４，
３２５，３３１，３３２，３３９

台 １２８，３７０～３７２，３９０
台子 １１～１４，５６，６６，７８，１０４，１１７，１２０，

１２３，１２６～１２８，１６４，１７０，１７９，１８１，１８２，
２３９，２４４，２４６，２４７，２４９，２５６～２５９，２６６，
２８１，２８６，２８８，２８９，２９５，２９６，２９８，２９９，
３２４，３３２，３３９，３５６，３６２～３６４，３６９，３７４，
３８２，３８６，４０１，４１５，４１９

台天目 ９，１２，４９，５０，１１７～１２４，１５０，１５１，
１５３，１５５，２３９，２４９，２９５，２９６，２９８，３６２，
３６３，３６９，３７２，３７３，３９０，３９１

台目畳 １２，１３，１５，１６，１９，５２，５６，６１，６２，
６５，７３，８１，８９，１０１，１０７～１１１，１１７，１２２，
１２３，１２７，１２９～１３２，１４１，１４２，２２５，２２６，
２５６，２６５，２６８，２７８，２８７，３１０，３１１，３１４，
３３９，３４５，３４６，３５１，３７６

台目切 ２９２，３４８
大かき １０９
大ひら ２１
大海 １１２～１１４，１６２～１６４，１７９，２５４，

２８１～２８３，３９５
大肩衝 １６３
大口なつめ １５４
大工 ２２４
大工方の書 １９８，２５１
大黒庵の狂歌 ６４
大軸 ３１７
大書院 １７１
大切目 ３１１，３１４
大台子 ２９７
大茶碗 ２９２

大長板 ２９６
大唐 ３７１，４１５
大徳寺 １９０，１９２，２４９，３１３
大徳寺流 ３５，３６
大内海 １１４
大板 ７，５５，５６
大幅物 ２２８
大目点 ２５５
大和の郡山城 ２２６
大和突 ２２６
大壺 １１２，１１４，１１６，１６２
大棗 １６４
大� １６４
只天目 ２９０
達磨 １６４，２１８
棚の飾 ２１９
棚物 ２３３
樽形 １１４，１６３
単ふくさ １４９
炭・花所望 ３０１，３２１，３２４，３３７
炭・花拝見 １５７
炭取（炭斗） ２０，６１，６２，７０，１３５，１３８，１７７，

２４４～２５１，２５３，２５６～２５８，２６０，２６１，２６８，
２９６，２９７，３２２，３４６，３４７

炭台 ５３
炭撾 ４１４
短冊 ２７２，３３０
短檠 ８，５０，５１，５７，５８，６０，１７７，１７８，２４１，

２７８，２７９，３４９，３５１
�笥 ２９６，２９７
池田炭 ８５，８６，１３８
置船 ３２５
置筒 ３２３
置柄� ３８２
竹の子 ３２９
竹花入 ４５，４６
竹垂木 ２９８
竹棚 ２５８
竹釘 ２３，２４
竹二重の花筒 ３２３
竹輪 ５７，５８，６０，１３１，１３２，３５５
竹檠 ２７９
茶 ３９９

堆待替袋台大只達棚樽単炭短�池置竹茶
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数寄の心 ２０４，３３１
数寄の心持 １７５，２０４
数寄屋 １１，１７，１８，２０，２１，２３，２４，２７，４５，

５１，１１５，１３５，１３８，１４０，１５２，１６５，１６７～
１７０，１７８，１９４，２０５，２１２，２２３，２２５，２３５，
２３７，２４９，２７１，２７２，２８１，２８８，２９２，２９４，
３００，３０８，３１０～３１２，３１５，３２９，３３０，３３２，
３３３，３３５，３３９，３４９，３５７，３６８，３８３，３８５，
３９７，３９９

数寄屋囲 ２０，１１４，１１６，１３２，１５６，１６６，１６８，
１７１，２２６，２４２，２４４，２９４，２９８，３０６，３１０，
３１１，３７８

数寄屋行灯 ５９
数寄屋道具 ３９８
数寄者 ５６，１６９，１８０，１８０，２４９，３０７，３５６，

３６３，３７６
数寄道 ２６，４２，２９８
数寄道具 ２８，２７２，２７３，３０１，３２０，３３０，３６４，

３８６，３９６，３９９
数寄物 １１
数穂 ３８１
瀬戸 ２６３，２８１，２９０
勢子 １６３
正午 １３８
正風体 ３３８，３４４，３６２，３６３，３６９
清香 ３９５
清浄 ２１９，２６９，２７０
清心者 １８２
清心幽姿 ３２７
生住畢滅 ３３５，３３６
青磁 ４５，２９１，３２９
青竹引切 ６７，６８
昔 ４１５
石の帯くさり １０９
石出建 ２９０
石菖 ３０２，３３２
石段 １７４，１８８
石竹 ４４
石転運 ４１４
石灯籠 １９，１７４，１９３，１９４，３６６
赤楽焼 ２６４
跡見 ３６３
切柄� ３８２

折釘 ４４
折敷 ５３，３４７
雪隠 １６８，１７５，１７６，１９３，２００～２０３，２１３，

２１４，３６６
雪隠の屋根 ２１４
雪隠の口 ３０９
雪隠の石 ２００
雪月花 ４１，４２，３４８
雪吹 １１，１４８，１６１～１６４
雪吹服紗 １４９，１６２
雪中月の夜 ３０２
千載集 １３８
川下 ４１５
扇子 １２６，１４０，３８５
扇子棚 １４０
泉州横山 １３８
潜り口 １９７，２１９，２２０，３０９
線香 ２６２
船の花入 ７，４２，４５，３２４，３２５
前石 １７５，２００，２０８，２０９
前土器 ９６，９７
禅 ３６
膳部 ３４７，３８７
祖師 ３５
祖師の古則 ３９９
素床 ３４
巣蓋 ３９１，３９２
草の茶 ３０３，３７３，３７４
草庵 １６５，１６７
草庵の茶湯 ２９３
草茶巾 ２９２
草履 ２０
装束 ２３５，２３７
足掛石 ２００
足打 ３２２
他の台 ３７１
打雲かわらけ ９２
体 １４，５５，５６，７３，３９８
体用 ６，１２，１３，１６，２１，５４，６９，１０８，１５５，

２５３，３０３，３４６，３４７，３５３，３５４，３７３
堆烏 ３８４
堆紅 ３７１，３８４
堆漆 ３８４

数瀬勢正清生青昔石赤跡切折雪千川扇泉潜線船前禅膳祖素巣草装足他打体堆
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小板 ７，９，１３，１４，５５～５７，７０～７３，９０，９１，
９５，９８，１０８，１２７，１４２，１７７，２４２～２４４，
２８２

小用返し ２００
小壺 ７５，１１３～１１６，１２５，１６４，１６５，２５２，

２８１，３９２
小棗 １６４
小� １６４
床 ７，１２，２２，２７～２９，３４，３５，４４，４９～５１，

６９，１０５，１０６，１５６，１６７，１７０，１７１，１７７，
１７８，２１９，２２０，２２２，２２３，２３１，２３５，２３７～
２３９，２４４，２７２，２７９，３０２，３１１，３１２，３１４，
３２２，３２４，３３２，３３３，３３９～３４３，３８４，３８６，
３８９，４０２，４０７

床かまち ３００，３１１，３３８
床棚 ３３０
床柱 １７６，２２７，２２９，２３１，３４２
床無之座敷 ２４８
松葉 １８９，２０１，２０６，３０７
焼もの ４５
焦灰 ８４，８５
紹鷗棚 ２４９
象牙 ３２，３９１
象牙の茶� １５５
上張の鐶 ２６９
乗越石 １７５，１９８，１９９
常陸帯 １６３
畳手巾 １５２
畳床 ２５，４５，３１５
畳茶巾 １５０
織部百ケ条 ７２
色紙 ３３０
尻ふくら １１２，１１３，１６２，１６４
尻張 ８６，１６３
信州御射山 ２８６
信州諏訪 ２８４，２８５
心 １３，１４，１６，１７，３５，４４，６１，１２４，１７０，１８１，

１８４，１８６，２０５，３０５，３７６
振廻 ３６２
新茶 ２３３，２５４
新勅� ３４５
新穂 ３８１
深三畳 ３４７

真ぬり ３９
真の手前 １８１
真の茶 ３０５
真行草 １３，３２，７８，１１７，１２２，１２８，１２９，１５１，

１７９，２４９，２９５，２９８，３６４，３８２，３９５，３９６
真台子 １２９，２５８
真壺 ３９５
神事 ２８５
薪尽火滅 ３３６
身のかね ６６，７４，２５６，３５１
人形 ２８５
人形つかひ ２４９
塵穴 ２００～２０２
塵箸 ２０２
垂示 ３６
垂撥 ２２
水指（水差） ７，９，１２～１４，１６，２５，４６，

５１，５２，５４～５６，６１，６５，７２～７４，１０４～
１０７，１１７～１２１，１２３，１２４，１２６～１３０，
１４１～１４３，１５１，１５３，１７０，１７７，２３２，２３３，
２４０，２４１，２４５，２４７～２４９，２５１，２５３，２５５，
２５６，２５８，２７３～２７８，２８５，２８６，２８８，
２９５～２９９，３０３，３２２，３３２，３３９，３４６，３４７，
３５１，３５３，３６１，３７２，３７３，３８２

水指棚 ６９，１７７，２５８，２５９
水次 ８７，１３７，１５２，２６８，３２２，３４７
水仙 ４８，３２７
水滴 １４～１６，４６，５２，６７，６８，１１３，１２１，１２７，

１４３，１５４，１６３，２５１，２５３，２８５，２９６，２９７，
３７３，３８２

水風呂 ２４９
水飜 １４，１５，６７，１２３，１７１，１７８，２５９，２７３，

２７４，２８６，２９７，２９９
数の台 ３７１
数寄 ３，４，１４，１７，２４，３３，４２，１６９～１７１，

１７４，１８０，１８１，２１２，２１９，２２０，２６２，３０１，
３１３，３２２，３２５，３２６，３３６，３５０，３５６，３６６，
３６８，３７６，４１３，４１９

数寄の意味 ３０６
数寄の格 ３０３
数寄の器量 １８５
数寄の玄旨 １８２
数寄の十格 ３６２，３６３

小床松焼焦紹象上乗常畳織色尻信心振新深真神薪身人塵垂水数
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指火 ３６１
獅子口ノ花入 ３２３
紫野北派 ３９９
詩歌 ３０
試の茶 ２３３
歯釜 ２９２
耳付 ４０，１５４，１６３
自画自讃 ３１６
自在 ８６，９４，２７７，２７８，２８５，３０３，３５６～３５９
竺副師 ４１４
軸たすけ ３０
軸元 ４９，１７６，２３４
軸持せ ３１９
軸先 ４９，１７６，２３４，３８９
軸脇 ４９，１７６，２３４，３８９
七ツ飾 ２９５
七ツ台 ３７１
七種の薗 ４１５
室床 ２３０
篠の柴 ２０１
捨石 １７６，２１５，２１６
紗 ３２，３９５，４０４
尺八 ３２３
�立 ２８６
取緒 ２３５～２３７
取縄 ２３７
手ふくべ ２６１
手桶 １７９，２８８
手巾（手拭） １５１，１５２，２８６，３２２，３８５
手燭 ８，１８～２０，６０～６３，１９９，３０１，３３１，

３５１，３９７
手水 １６７～１６９，３０８，３４８
手水の前石 １９３，３０９
手水鉢 １８，１７５，１９３～１９５，２０５～２１０，２１２，

２１７，２１８，２２０，２４１，２４２，３４８，３６６
手水柄� １７５，２１０
手瓶 １１３，１６３
朱子 ３１
酒肴 ３６２
儒者 １６９，１８２
宗関好 ３８１
宗源書 ３８９
宗匠 １４，３５，２６８，３３７，３９２

宗徒 ４１４
舟の花入 ４３，４６，３０１
十格 ３６２，３６３，３６９
重香合 ２６２
重数寄 ３６８
宿船着院 ３７２
祝 ４１５
出かしたる １６６
出船 ４２～４４
出風炉 ９４
出来たる １６６
純子 ３２，３９２，３９３，３９５，４０４
初座 １８
初昔 ４１５
所望 ３０２，３６２，３６３
緒 ２９，７６～７８，１１４，１７１，３９４，３９６，４０２
緒つかり ３９６
書院 １２，２１，２４，２５，３３，４４，１５７，１６６，１６７，

１７１，２３５，２３７，３０５，３１１，３１４，３２９，３３０，
３３２，３３３，３８５，４０６

書院広座敷 ３１３
書院飾 １７１，２４２
書院張付の床 ３１４
諸司代 １４４
序破急 １５３
勝手口 １８，１９
小かき ３５６
小かたつき １１５，１６２，１６３
小さる １０９，１１０，２７８，３５６～３５８
小つほ １１２，１６２，２８０
小及第 ２５８
小座敷 ３３，１８７，２９６，３１１，３１２
小軸 ３１７
小書院 １７１，４０７
小切目 ３１１，３１４
小倉の色紙 ３５
小台子 ２９７
小長板 ２９６
小田原 ２００
小土器 ２６３
小刀 ３２２
小豆鎖 １０９
小内海 １１４

指獅紫詩試歯耳自竺軸七室篠捨紗尺�取手朱酒儒宗舟十重宿祝出純初所緒書諸序勝小
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香 ２４４，２４５，２９４，３０４
香合 ２０，２１，６９，８８，１０７，１０８，１３５，１３７，

１３８，１７０，１７１，１７７，１７８，２４６～２５０，２５３，
２５８，２６１，２６２，２９７，３２２，３４７

香台 ７０，２５８
香滝 １３８
香棚 ２４６
香箸 １７１，２４８，２９４，３８３
香盆 ３８３
香炉 ２１，２４，３３，３４，４０，４９，５０，７０，８７，１７１，

１７９，２２９，２４４～２４６，２４８，２４９，２８５，２９３，
２９４，３１６，３８３，３８４

高宮嶋 ３９５
高麗 ２９１
� ４１４
合子 ２７４，３６１
黒金糸 ３８４
黒木の墨跡 ３５
漉水囊 ４１４
腰掛 １９，１０４，１７５，１８６，１８７，１９３～１９５，

１９７，１９８，２０７，２０８，２１４，２１８，２１９，２３０，
３０２，３０８，３４１，３４８，３５０，３６６，３８５

腰掛ふミ石 １９３
腰掛縁 １９６
腰張 １７６，２３０，３０２，３３３，３３４
甑釜 ８５，８６
骨吐 ２７４
左羽 １０７，１０８
左勝手 １０，５７，６７，９５，９７，１０７，１０８，１２７，

１３１，１４０，１４１，１４２，２５２，２６１，２６５～２６８，
２７３，２７４，２７８，２８７，３１１，３４７，３５３，３７３，
３７６

差火 ３６１
砂かき ２０４
砂かけ １７５
砂なか ２００
砂雪隠 ２０１，２１４
砂張 ５３
砂物 ３２７
砂利 １８９，１９１，２０６
鎖 ９，８５，８６，１０９，１１０，１７８，２７７，２７８，２８５，

２９７，３０３，３５６，３５７
座金 ３０

再返 ３６２，３６３，３６９
犀皮 ３８４
細口の花入 ２７１，３０１，３２７，３２８
菜籠 １７８，２５９，２６０
堺 ７９，１７６，２１６，２１７
堺甲斐町 ５７
作意 １２
作前 ４１，２０９，２７２
作法 １５７
桜 ３２６
雑巾 １５２
三がなわ １１７，１８８
三ツ羽 ４０７，４０８
三ツ組 ２９５
三ツ釘 ２２８
三斎好 ２１１
三畳 １４２，３１０，３４７
三畳台目 ２１
三畳半 ２２４
三道 １８３
三幅一対 ２８，２９，３０１，３１４，３１６，３１７，４０２，

４０６，４０７
三夕暮れの和歌 ４１２
山吹 ４２
桟蓋 ２２３，３２０
残り火 ３６３
四ツ組 ２９５
四花 ３２６，３２７
四畳 ８，５６，３４７
四畳半 １２，１３，１５，１６，２１，５０，５２，５６，６１～

６５，８１，８９，１０１，１０９～１１１，１１７，１２０，
１２２，１２３，１２６，１２９～１３２，１４１，１４２，１５６，
１７７，１７８，１８２，２２３，２２４，２３９，２４４，２４５，
２４８，２５１，２５４～２５６，２６５～２６７，２７５，
２７８，２７９，２８７，２９２，２９６～２９８，３００，３０２，
３１０，３１１，３１５，３３９，３４５，３４６，３４８，３５１，
３７２，３７６

四相観 ３３６
四幅一対 ３０１，３１６，３１７，４０２
四方釜 １０２
四方瓦 ５７
四方盆 １２９，２３９
四葉 ３２６，３２７

香高�合黒漉腰甑骨左差砂鎖座再犀細菜堺作桜雑三山桟残四
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逆勝手 １４２
逆筒 ３２３
及第 １７７，２４６，２４９，２５７，２５８
吸茶 １４６
吸物 ３６２
給仕口 １５６，２２３
居間 ３２９
居筒 ３２３
挙底 １６４
京間 ３１０
京都 １８７
教外別伝 ３
鏡餅 １７８，２７２，２７３，３３０
暁の茶 ８７，９０，２７９
曲尺 ２２４
極上 １４４
極真行 １６４
玉葉 ２８４，２８６
錦 １６５
禁裏 ２６２
金糸 ３８４
金軸 ３０
金輪寺 １１５
金襴 ３２，４０４
九輪釜 １４８，１４９
九連糸 ３８４
熊川 ２９１
桑柄 ２６３，２６４，３３５
君台観左右の記 １６３，２８５
薫物 １７８，２６１，２９４
珪璋 ３７１，３８４
稽古 １４
経筒 ３２９
芸能 １４，１６９
結柄� ３８２
剣先 ３１８
堅手 ２９１
建仁寺 ３７２，４１４
建水 １０７，２７４
懸花入 ３４１
懸竿 ２８
懸緒 ６，２７，２８，３０
懸灯台 ２３１

懸物 ３４，３５，６２，３１３，３１８，３４０～３４３，３４８
硯 ４９，２７２，３０２，３３０
硯箱 ５０，７０，２４９，３３２，３３３
硯屏 ３３３
絹 ４０４
肩衝 ７５，１１２，１１４～１１６，１６２，１６４，１７７，

２３１，２５２，２５４，２８１，３９２，３９５
肩衝棚 ２５２，２５３
鍵 ２９７
鍵畳 １４，１３０，１３５，３４７
玄旨 １４
古金襴 ３９３
古瀬戸 １１４，１２７，３４４，３５４，３９５
古則 ３５，３６
古茶 ２３３，２５４
戸摺の石 １７５，２００，２０３
虎の門からす森 ２１７
五徳 ８，８１～８３，８６，９２，９３，９５～１００，１３６～

１３８，２６７，２６８，２８４～２８６，３５５
五幅一対 ２９，３０１，３１６，３１７，４０２
後昔 ４１５
御園 ４１５
御成 ２９５，２９８，３０２，３０５，３３８，３８６，４０６
御湯の物 ２６９
御物 ３７１
口おおきなる花入 ３０１
口広の花入 １６３，３２２
口緒 ２３７
口切 ６７，６８，８４，２３５，２３７，２５９，３０３，３３４，

３６２，３６３，３６９，３７７，４０８，４０９
口瓢� １６３
口覆 １７６，１７７，２３４～２３７，３９６
向切 １５，６２，８２，１０９，１１１，１１７，１２２，１３２，

１４２，２６７，３１１，３４８
広口 １６４，２７１，３２８
広座敷 ６３
控石 １９２
紅花緑葉 ３８４
紅梅 ４１，４２
紅龍の台 ３７１
絞り茶巾 １５０，１５１，３７９
行灯（暗鈍） ８，１９，５０，５１，５７，５９，６０，１７８，

１９５，１９９，２７８，２７９，３４１，３４９～３５１

逆及吸給居挙京教鏡暁曲極玉錦禁金九熊桑君薫珪稽経
芸結剣堅建懸硯絹肩鍵玄古戸虎五後御口向広控紅絞行
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花配り ３２２
花瓶口 １６４
茄子 １１３～１１５，１２６，１６４，２８１，３９５
華曼結 ２３６
菓子 ３６２，３６３，３６９
菓子の茶湯 ３０３，３６１，３６２
菓子盆 ２１９，３４７
我慢かしやう １８４
画讃の墨蹟 ２８，３１６
会席 ３５，６１，６２，１３６，１３８，１５６，１５９，１６５，

１６８，３５０，３６１，３６４，３６８，３８７
廻りふち ２３
廻り炭 ９０，３２２
灰すくい ２６３
灰押 ３８４
灰�子 ９３，１７８，２６３，２６４
灰所望 ９４
灰土鍋 ６２
灰入 ２５１
灰蒙 ２９０
灰炮烙
８９，１３５，１３８，２４４，２４９，２５０，２５３，３２２，３４７

絵 ３５
絵讃（賛） ３０，３６，３７，４０９
絵讃（賛）墨蹟 ３０１，３１５
絓絹 ３２
蟹 ２８５
外題 ４９，５０，３７４，３７５，４０２
蓋置 １４，２０，５４，５５，６９，７０，１０４，１０７，１１８，

１２３，１２５，１２９～１３２，１４３，１７０，１７１，２３３，
２４６～２５１，２５３，２５５，２５６，２６８，２７４，２７５，
２８４，２８５，２９５～２９７，２９９，３０１，３０３，３３１，
３３２，３４６，３４７，３５５，３５６

柿 １１４，１５５，１６３，２８３
角盆 １１４
角木 １６３
角炉 １４２，３１１，３４８
額 １７５，２０４，２０５，２１８
掛竿 ４０２
掛子香合 ２６２
掛緒 ３０，２２８，３５７，３５８
掛灯台 ４８，１７６，２７９
掛物 ８，２２，２９，３３，３６，４９，５１，６１，６２，６９，

７０，１７０，１７１，２２０，２２２，２２７，２２９，２４４，
３００，３０２，３１０，３１１，３４９，３５０，３６１，３６８，
３７４，３７５，３９８，３９９，４０２，４１１

笠懸の釘 １９８
割土器 ９２，９６，９８
� ２６６
蒲鉾 １９２
釜 ９，１０，１３，１４，１６，５６，６１，６３～６５，７９，８０，

８２，８３，９３，９８，１００～１０４，１０９，１１０，１１８，
１１９，１２４，１３０，１３２，１３５，１３７，１３８，１４１，
１４２，１５２，１７８，２１９，２２０，２４８，２５５，２５６，
２６０，２６４～２６９，２７３～２７５，２７７，２７８，
２８４～２８８，２９２，２９３，２９５，２９８，２９９，３２１，
３２２，３４６，３４７，３５６，３５７，３５９，３６１，３９０，
３９７～３９９，４０３

釜敷 ２６５，２６６，２６９，３２２，３５６
鎌倉彫 ３８４
鴨の嘴 ２２５，２２６
鴨居 ２２
巻紙 ４１１
巻緒 ２９，３０，４０２，４０９
喚鐘 ４４
柑子 １６３
柑子口 ３２９
漢東 ３９２，３９３，３９５
閑人 １６６，３２６，３２７
関寺 ３２３
関寺小町 ３２３
琯揺 ２９１
丸くさり １０９
丸釜 ６５，８６
丸香台 ３９
丸畳 ３００，３１４，３１５
丸太かまち ３１２
丸板 ７，３８，３９
丸縫 １５２
丸盆 １２３，１２５，１２９，２４７
丸木柱 ２９８
丸壺 １１２，１１３，１１５，１６２～１６４，２３１，２５４
丸棗 １６４
菊の短冊 ４２２
菊花 ４４
客の石 １９８

花茄華菓我画会廻灰絵絓蟹外蓋柿角額掛笠割�蒲釜鎌鴨巻喚柑漢閑関琯丸菊客
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３２４，３２５，３３９
井戸 ２８６，２９１，４０８
一ツ羽 ９３，３０５，４０７，４０８
一庫炭 １３８
一汁三菜 ３６８
一重むすひ １６１
一重切 ３２３
一畳 １７９
一畳半（一畳大目） １２，１３，１５，１６，２１，５０～

５２，６１，８１，８９，１０１，１１０，１２２，１２３，１２８，
１３０，１３２，１４２，１７８，２６５～２６７，２７３～２７５，
２７８，２７９，２８７，２９２，２９８，３００，３０２，３０４，
３１０，３１１，３４５～３４７，３５３，３８８

一通相伝 ８７，３０５
一文字 ２８，３０～３２，３１９
印 ２８５
引切 １０，１３１，１３２，１７７，２５０，２５４～２５６，

２５８，２７４，２９６，２９８，３０３，３５５，３７２
引柄� ３８２
陰陽 １１８，１７１
隠架 ２８５
隠居 １６６
隠者 ３６，３２６，３２７
右羽 １０７，１０８
右勝手 ９，１０，１３，１４，６７，７２，１０７，１０８，１２３，

１２７，１３１，１４０，１４１，１７８，２３９，２６１，２６５～
２６８，２７３～２７８，２８７，３１１，３４７，３８８

宇治 ９１，１４４
宇治灰 ９２
宇治橋 ４１５
宇治川 ４１５
宇治之茶 ４１５
宇文字 ４１５
烏府 ４１４
烏盞 ２９０
羽箒 １６，１７，２０，２１，６１，７０，１０８，１３７，１３８，

１７０，１７１，２２２，２４６～２５１，２５３，２５７，２５８，
２９６，２９７，３０１，３２２，３３１，３４７，３９７，３９８，
４０５，４０８

雨障子 ２２５
卯の台 ３７１
渦軸 ３０
姥口釜 ８５，８６，１１０，３５６

運び茶湯 １４２
雲鶴 ２９１
雲竜風炉 １０２
餌袋 ２７４
餌蘿 １６４
栄螺 ２８５
詠歌 ３６
詠歌大概 １７４，１８１，１８２
円釜 １０２
円座 １６３，１９７
円風炉 １０２
円盆 １１４，１６４
円壺→丸壺
燕口 ７，３８～４０
猿戸 ２０，２０３
縁桶 ２７４
縁高 ３４７
鴛の名物 ４０５
奥山 ４１５
黄昏の茶湯 ３６８
黄天目 ２９０
屋根裏 ２２５
牡丹 ３２６
下座床 ３８９
下地窓 ２３１，２９８，３１３，３４２
伽羅 １７８，２６１，２６２，２９４
加茂村 ２３９
嘉順本 ４２１
夏衣 １６４
歌道 １７１，１７４，１８１～１８３，３４５
火匙 １７１，２９４
火相 １０，１３６，１３７，１３８
火灯口 １７６，２２３，２２４
火箸 ９３，１７７，２４４，２４５，２５６，２５７，２６０，２６１，

２９９，３０２，３３４，３３５，３８３，３８４
火筴 ４１４
花 ２８，３０，３０，３１８
花はさみ ３２２
花所望 ４７，１５２，３２２，３２２，３２４
花入 ６，７，２１～２５，３３，３４，３８～４２，４８，４９，

７０，１７０，１７１，１７８，２２９，２４６，２４８，２４９，
２７１，３０２，３２２，３２４，３２９，３３７，３３９，３４０～
３４３，３９８

井一印引陰隠右宇烏羽雨卯渦姥運雲餌栄詠円燕猿縁鴛奥黄屋牡下伽加嘉夏歌火花
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【事 項】

うるま台 ３７１，３７２
かいけ ２１２
かね ６，１３，９８，２２７
かひの台 ３７１
かまほこたん（蒲鉾段） １９０
きれい １６７
くすり ２３４
くミの木 １０９
くわいらひし ２５２
けくむ １６４
ケマン ２３７
こけら灰 ９２
こほし

１２２，１４１，１４２，２７５，２７６，２８４，２８８，２９５
サスカ ４１３
さはしたる １１，１６５，１６６
さび １１，２５，１６５，１８５，２３１，２３３，３０６，

３９８，３９９，４１３
しぎのはし→鴨の嘴
しけ絹 ３２
しよは １４９
しらふち ３０２
すく軸 ３０
すゝめ土器 ６０
ぞろり ３２９
たき物 ８，８７，８８，１３８，２６２
たすけ ３５８
たゝミ茶巾 ２９０
たて土器 ９２
つかひふくさ １４８
つかひ和巾 １４８
つきかき ３５８
つく ２８３
とうこの坊 ２４９，２５２
にらむ １８７，１８８，２２４
はしき ５３，５４
はつミ ３７８
ヒツキリ ２７４

ひつなり １０９
ひづミ ３７８，３７９
ヒヤゝカ ４１３
ふくさ灰 ８４，９１
ふくため茶巾 １５０，１５１，２９１
ふゝき拭紗 １４８
へいしつく ２８３
ホイロ ９２
ほいろ灰 ９１
ミさ山 ２８４
もミたれ ２７６
やらう ２３３
やらふふた ２３２，３２０
ゆがミ ３７９
ゆるしかぎ １０９
りうこ ３２９
りきミ ３７８
れんぎやう ３４２
ろく １４，２７，２８，７２，９８，１９０，２２７，２６１，３３８，

３３９，３４６，３５４，３５５，３７８
ろく・ひつミ

１１，１５８，２２７，３１１，３５３，３５５，３９７
わざ １３
ワレヒノ茶入 ３９２
ゑん香 １１９
挨拶 １５７
芦屋 １０３
伊勢天目 ２９０
伊勢物語 １８３
囲 １２７，３１０
囲数寄屋 １４２
囲炉裏 ８，９，１２～１４，５２，６１，６５，７０，７１，７５，

７９～８１，８３～８５，８７，９０，９１，１０１，１２０，
１２３，１２６，１２７，１３０，１３２，１３６，１３７，１４３，
１５３，１７０，１７８，２４４，２５６，２５７，２６２～２６７，
２７３，２７９，２８７，２９６，３０２，３１１，３２２，３３１，
３３５，３４６，３４７，３５５，３６３，３６４，３６９，３７３，
４０３，４１９

囲炉裏の底 ８９
囲炉裏縁 ７１，１２５，１３１，２４８，２５６，２７５，３４６
囲炉裏台子 ２９５
異風 １６９
違棚 １２，４４，６６，６９，１０８，２４３，２４８，２５２，

うかきくけケこサさしすぞたつとにはヒひヒふへホほミもやゆりれろわワゑ挨芦伊囲異違
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道喜 ２１７
道全親綱 ４２２
南浦 ３９９
南部遠江守 ４２２
尼河 ３８２
日野大納言 ４２２
能阿弥 １７９，２９５，３６４，３７１，４１３
萩原 ４１５
皮日休 ４１４
不白 ４２２
普広 ４１５
武衛 ４１５
武蔵屋紹滴 ４１７
武野宗瓦 ４１８
武野紹鷗 ７，１３，１４，２４，３５，４１，４２，４８，６４，

６７，７９，８０，８４，９５，１３１，１７７，１８１～１８４，
２４３，２４４，２４６，２４８，２６３，２６４，２８９，２９８，
３０５，３１０，３１１，３６４，３８１～３８３，３８８，３９９，
４０３，４０４，４１１～４１３，４１６，４１８，４１９

文琳郎 １１４
片関公→片桐石州
片桐宗関→片桐石州
片桐石見守→片桐石州
片桐石州 ３，４，５，１５，１９，２１，２２，３５，６７，７１，

７５，７６，９０，１００，１０８，１５０，１７１，１７２，１８２，
１９４，１９５，２０７，２６０，２６２～２６４，２６７，２６８，
２８２，２８３，２８５，２９１，２９９，３１４，３５０，３５１，
３６４，３９１，３９２，４０７，４１１，４１３，４１７

片宗関→片桐石州
保科肥後守 ４１７
法住 ４１５
豊臣秀吉 ２２３，２２５，２２６，４１６
豊臣秀長 ２２５，２２６
北向道珍 ４１８
墨水→酒井筑波丸
牧渓 ３７，３１７
牧村兵部 ３９７，４１７
牧野佐渡守 １４４
堀田備後守 ４２２
本阿弥持徳斎 ４１９
万代屋宗貫 ４１８
万葉亭古訥 ５
妙法院御門跡 ４１７

無住→小泉兵庫
椋宗理 ４１８
明恵上人 ４１５
木下内蔵丞 ４２２
野田酔翁 ５，１７３，２９８，３２３
有楽→織田有楽
有馬古玄蕃 ４１８
誉田屋宗宅 ４１７
揚雄 ４１４
楊茂 ３８４
養泉坊 ３８２
養叟 ３９９
利休→千利休
利休内室→宗恩
陸羽 １８２，４１３，４１４
慮仝 ４１３，４１４
慮補 ３８４
魯周 ４１４
魯論子 １８３
圜悟 ３５，１８３，３１６，３９９
怡渓 ３，５，６，１７２，１８０，３８９，４２１
殷戴 ３８４
范希文 ４１３，４１４
蔡君謨 ４１３，４１４

道南尼日能萩皮不普武文片保法豊北墨牧堀本万妙無椋明木野有誉揚楊養利陸慮魯圜怡殷范蔡
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織部→古田織部
信長 ４１６
森 ４１５
神屋宗旦 ４１８
酔翁→野田酔翁
随時庵 ４２３
瀬田掃部 ３９７，４１６
清水道竿 ４２１
清水道閑 ４１７
清水道慶 ４２１
声阿弥 ３８２
西福寺 ４１７
石黒道提 ４１７
石州→片桐石州
赤松律師則祐 ４１５
仙→桑山宗仙
仙三郎 ３８２
千宗左 ４０，３３８，４１８
千宗室 ４１８
千宗珠 ４１８
千宗旦 ４４，７６，１６５，２３２，４１８
千少庵 ４８，２４１，４１７
千道安 ３，６，１４～１６，１３１，１５０，１５１，１７５，

１７９，１８３，１８４，２００，２１３，２１４，２１６，２２６，
２６３，２６４，２８３，２９３，２９４，３０６，３０７，３３７，
３３８，３６４，３６５，４１２，４１３，４１７，４１９

千利休 ３，４，６，８，１３，１４，２０～２２，２４，２６，
３５，３８，４１～４３，４８，５８，５９，６４，６７，６８，
７１，７５，７９，８０，８４，８５，８８，９１，９２，９５，
１１５，１３１，１３６，１４５，１４９，１５０，１５３，１６４，
１６５，１７２，１７５，１７６，１７８，１７９，１８２，１８３，
１８６，１８７，１９０，１９２，１９４，１９５，２０２，２０４，
２０６，２０８，２１０，２１１，２１６，２１７，２１９，２２３～
２２５，２３３～２３５，２３９，２４４，２４５，２４８，２４９，
２５２，２６３，２６４，２７２，２７３，２８３，２８７，２９３，
２９６～２９８，３０６，３１０，３１１，３１５，３２０，３２６，
３３０，３４９，３５０，３５９，３６４，３６５，３６９，３７６，
３７８，３８０～３８２，３８８，３８９，３９１～３９３，
３９７～３９９，４０３，４０４，４０７，４１２，４１３，４１５，
４１６，４１８，４１９，４２２

浅野�女 ４１８
船越伊予 ４１９
銭周 ３８４

蘇東坡 ４１４
相阿弥 １６３，１７９，２９５，３６４，４１３
相公 ４１５
相良志摩守 ４２２
足達雲斎 ４２１
足利義政

３，１７１，１８０，２９５，３１０，３１７，３６４，４１５
足利義満 ３６４，４１５
存清 ３８４
尊行院 ４１７
多賀左近 ４１９
太閤→豊臣秀吉
台徳院 １８６
大応 ４１５
大久保相模 ４１６
大久保藤十郎 ４１７
大崎四郎左衛門 ４２１
大灯国師 １８１，３９９
大徳寺聚光院 ４１７
大富善好 ４１７
大野修理 ４１７
大和大納言殿→豊臣秀長
醍醐 ４１５
滝新右衛門 ４１８
筑波丸→酒井筑波丸
張載 ４１４
張成 ３８４
鎮信→松浦鎮信
津田宗及 ８，６７，６８，４１６
津田宗達 ４１８
栂翁 ４２２
�玄哉 ４１８
定家 ３５，１６４，１８１，１８２，３４５，３９９
天王寺屋宗柏 ３７０，３７１
天方備前 ４１７
東山殿→足利義政
藤田宗理 ４１７
藤堂将監 ４１７
藤林宗源 ２９６，４１７，４２１
藤林助之丞 ４２１
道阿弥 ４１８
道安→千道安
道悦 ４１７

織信森神酔随瀬清声西石赤仙千浅船銭蘇相足存尊多太台大醍滝筑張鎮津栂�定天東藤道
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古田織部 ６，２０～２２，４０，４３，４４，７２，７５，８６，
１３１，１３２，１８８，２０６，２１６，２１７，２１９，２２３，
２６３，２９７，３３８，３５０，３６５，３８９，３９７，４１２，
４１７，４１８

孤峰庵 ４２３
後醍醐 １１５
弘法大師 ４１５
江月 ６７
江岑→千宗左
綱村 ４２１
荒木摂津 ４１８
高山右近 ４１８
高山勘之丞 ３８０，３８１
今井宗久 ４１６
今峯舎人 ４２１
佐久間右衛門 ４１８
佐久間将監 ４１３，４１８
嵯峨天皇 ４１４
左近→桑山宗仙
斎晏嬰 ４１４
細三→細川三斎
細川三斎 ２６，４５，１６４，２０１，２１１，２１７，２１９，

３２４，３６５，３８９，３９７，４１３，４１６，４１８
三好実休 ４１８
三斎→細川三斎
三二 ５７
山岡宗無 ４１８
山上宗二 ８，６７，６８，４１８
山本助五郎 ４１８
山名 ４１５
司馬 ４１４
志野宗伴 ２９４
氏郷→蒲生氏郷
紫野道耳 ３７１
慈照院→足利義政
慈照相公→足利義政
鹿苑相公→足利義満
室町殿 １７１
篠 ４１６
芝山監物 ４１８
珠光 １４，３５，３６，８４，９４，１８０～１８３，２８９，

２９５，２９８，３０５，３１０，３１１，３１６，３２５，３６４，
３８２，３９９，４０４，４１１～４１３，４１６，４１９

珠徳 ４１７
酒井筑波丸 ４，１７３，２９９
周明 ３８４
宗易→千利休
宗屋 ３５，４２，４３
宗音（宗恩） ４８，２４１，４１７
宗関→片桐石州
宗� ３５，２１６，３９９
宗及→津田宗及
宗源→藤林宗源
宗悟 ４１７
宗珠 ４１７
宗昭 ４２１
宗清 ４１７
宗仙→桑山宗仙
宗旦→千宗旦
宗陳 ４１７
宗得 １７２
宗二→山上宗二
宗甫→小堀遠州
宗和→金森宗和
秀吉→豊臣秀吉
秀忠 ４１６
重宗甫 ４１８
春屋国師 ４１７
勝定 ４１５
小出信州 １６４
小川左馬助 ４１７
小泉兵庫 １１，１８０，１８１
小堀遠州

３５，１４４，３１３，３１４，３９１，４１３，４１８，４１９
少庵宗淳→千少庵
松浦鎮信 ３２３
松平民部太輔 ４２２
松平陸奥守 ２９３
松本珠報 ４１７
紹知 ３４９
紹巴 ２１７
紹鷗→武野紹鷗
上林 ４１５
常徳 ４１５，４１８
織田常真 ４１８
織田有楽 ４１８

古孤後弘江綱荒高今佐嵯左斎細三山司志氏紫慈鹿室篠芝珠酒周宗秀重春勝小少松紹上常織
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索 引

凡 例

※本索引は、「石州三百箇条」に現れる人名および事項の名称を索引とした
ものである

※「大工之書」は対象としていない
※項目の配列は JISコード順とし、JIS配列からはずれる文字は『諸橋大漢
和辞典』に記載する最初の音に従い配列した

※表記が漢字やかな、あるいは同音異字など複数あるものについては、代表
的な表記を見出し語とした

【人 名】

かい門 ２３９
はねた ２３９
ほうらい勘四郎 ３８０，３８１
粟田口善法 ４１７
安斎 ４１８
一阿弥 ３８２
一休 ３５，３６，１８０～１８３，３１６，３９９，４１３
稲葉丹後守 ４２１
引拙 ３０５，４１１～４１３，４１６，４１９
宇多法皇 ４１５
雲竜院御門跡 ４１７
栄西禅師 ４１５
永井信斎 ４１９
円悟 ３６，１８２
遠州→小堀遠州
奥田備後 ４２１
黄山谷 ４１４
可重公→金森可重
華叟 ３９９
梶民部 １７２
蒲生氏郷 ３９７，４１３，４１６
蒲竹 ３８１
関→片桐石州
帰雪庵 ４２３

宮王庄太夫 ２４１
朽木和泉守 ４２２
虚堂 ３９９
京極道誉 ４１５
玉澗 ３１７
玉輪 ３８１
近衛応山 ８８
近衛竜山 ８８
金刺盛久 ２８４，２８６
金森可重 １８６，４１７，４１９
金森古出雲 ４１３
金森宗和 ７６，２８６，２８７，４１７，４１９
金森出雲守→金森可重
金森可重 １８６，４１７，４１９
桑山可斎→桑山左近
桑山左近→桑山宗仙
桑山志摩守 ４２１
桑山宗仙 ３，２８，１０８，１９４，１９５，

２６０，２６３～２６６，２８２，２８３，２９１，３２８，３６４，
３８８，３９２，４０７，４１３，４１７

桑山内匠 ４１７
恵美酒堂 ３８２
芸阿弥 ３６４
玄黙斎 ４２３
古岳宗杲 ３５，４１３
古渓宗陳 ３５，１８２，４１３
古市播磨守 ４１６
古織→古田織部
古織部→古田織部

かはほ粟安一稲引宇雲栄永円遠奥黄可華梶蒲関帰宮朽虚京玉近金桑恵芸玄古
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◆校訂者略歴◆

谷 晃（たに・あきら）
１９４４年生．京都大学文学部史学科卒．野村美術館館
長．芸術学博士．
『茶会記の研究』（淡交社，２００１年）『茶湯古典叢書五
茶譜 全二冊』（共編，思文閣出版，２０１０年）
『異風の武家茶人 金森宗和』（宮帯出版社，２０１３年）

矢ヶ崎善太郎（やがさき・ぜんたろう）
１９５８年生．京都工芸繊維大学大学院工芸研究科建築学
専攻修了．京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科准
教授．博士（学術）
『水郷の数寄屋 臥龍山荘』（編著，エス・ピー・
シー，２０１２年）『町家棟梁』（共著，学芸出版社，２０１１
年）『茶湯古典叢書五 茶譜 全二冊』（共編，思文閣
出版，２０１０年）
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